
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2022年５月13日

【四半期会計期間】 第18期第１四半期（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

【会社名】 ユナイトアンドグロウ株式会社

【英訳名】 Unite and Grow Inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　須田　騎一朗

【本店の所在の場所】 東京都千代田区神田駿河台四丁目３番地

【電話番号】 03-5577-2091（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役　管理本部長　岡　美恵子

【最寄りの連絡場所】 東京都千代田区神田駿河台四丁目３番地

【電話番号】 03-5577-2091（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役　管理本部長　岡　美恵子

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

ユナイトアンドグロウ株式会社(E35307)

四半期報告書

 1/18



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第１四半期
連結累計期間

第18期
第１四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自　2021年１月１日
至　2021年３月31日

自　2022年１月１日
至　2022年３月31日

自　2021年１月１日
至　2021年12月31日

売上高 （千円） 488,243 565,028 2,075,338

経常利益 （千円） 70,652 90,380 294,289

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 49,550 66,054 198,338

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 49,550 66,054 198,338

純資産額 （千円） 1,223,422 1,400,929 1,379,480

総資産額 （千円） 1,719,334 2,021,860 2,109,467

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 13.57 17.77 53.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 12.56 16.75 50.14

自己資本比率 （％） 71.2 69.3 65.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標については、当該会計基準等を適

用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響の長期化による経済

活動の停滞が続いており、ロシアのウクライナ軍事侵攻による社会情勢不安も加わって、依然として先行きは不透

明な状況が続いております。

このような状況の中、国内の企業活動においてはＩＴの重要性や業務のＩＴ化・デジタル化の流れがますます拡

大している一方で、ＩＴ人材不足が慢性的に深刻な状況となっております。当社グループのインソーシング事業及

びセキュリティ事業では、新規顧客からの引き合いが多い状況が継続しており、既存顧客においても案件の増加・

拡大が堅調であったため、当第１四半期連結累計期間における売上高及び親会社株主に帰属する四半期純利益は良

好に推移いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高565,028千円（前年同四半期比15.7％増）、営業利

益90,279千円（同27.7％増）、経常利益90,380千円（同27.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益66,054千

円（同33.3％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

①　インソーシング事業

中堅・中小企業のコーポレートＩＴ部門を対象とした人と知識をシェアする会員制の「シェアード社員

サービス」を提供しております。

インソーシング事業では、機動力の高い少人数のユニット体制を継続しつつ、インソーシング事業部が主

導するリファーラル採用（仲間を集める活動）の活性化を図りました。また、外部研修プログラムの活用に

より、シェアード社員のスキルの底上げやマネジメント力の向上を推進しております。

成長企業を中心に当社ウェブサイトからの新規顧客の引き合い件数、既存顧客案件の増加や拡大も堅調に

推移した結果、会員数は632社（前年同四半期比62社増）、そのうち実働会員数は237社（同31社増）となり

ました。また、シェアード社員数は165人（同12人増）となり、シェアード社員の稼働１時間あたりの売上高

は8,127円（同5.4％増）となっております。

この結果、当第１四半期連結累計期間においては、売上高526,328千円（前年同四半期比17.3％増）、セグ

メント利益220,629千円（同29.1％増）となりました。

 

②　セキュリティ事業

キャッシュレス事業者を対象に、データ保護対策のコンサルティングサービス及び教育・研修サービスを

提供しております。

コンサルティングサービスでは、PCI DSS審査対応を年間で平準化して行うサブスクリプション型のサービ

ス（オンクラウドレビュー）が堅調に推移いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間においては、売上高38,700千円（前年同四半期比1.9％減）、セグメ

ント利益5,931千円（同17.0％減）となりました。
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(2）財政状態の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は2,021,860千円となり、前連結会計年度末に比べ87,606千円減

少いたしました。

流動資産については、前連結会計年度末に比べ85,335千円減少し、1,861,334千円となりました。これは主に、

現金及び預金89,147千円の減少、その他流動資産4,241千円の増加によるものであります。

固定資産については、有形固定資産が84,272千円、無形固定資産が18,425千円、投資その他の資産が57,827千円

となり、前連結会計年度末に比べ2,271千円減少し、160,525千円となりました。これは主に、ソフトウエア仮勘定

7,920千円の増加、建物1,337千円、ソフトウエア1,183千円及び繰延税金資産6,716千円の減少によるものでありま

す。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は620,931千円となり、前連結会計年度末に比べ109,055千円減少

いたしました。

流動負債については、前連結会計年度末に比べ108,488千円減少し、601,014千円となりました。これは主に、未

払金71,945千円、未払法人税等54,932千円及びその他流動負債18,248千円の減少、契約負債(前受金)30,479千円の

増加によるものであります。

固定負債については、前連結会計年度末に比べ566千円減少し、19,917千円となりました。これは主に、資産除

去債務7千円の増加、その他固定負債574千円の減少によるものであります。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,400,929千円となり、前連結会計年度末に比べ21,448千円

増加いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益66,054千円の計上及び利益剰余金44,606千円

の配当によるものであります。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第１四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経

営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重

要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,600,000

計 11,600,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数　（株）
（2022年３月31日）

提出日現在発行数　
（株）

（2022年５月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 3,717,200 3,717,200

東京証券取引所

マザーズ市場（第１四半期会

計期間末現在）

グロース市場（提出日現在）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 3,717,200 3,717,200 ― ―

　（注）「提出日現在発行数」欄には、2022年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2022年１月１日～

2022年３月31日
－ 3,717,200 － 311,662 － 271,662

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の発行済株式については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（2021年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2022年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,713,900 37,139

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。な

お、単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 普通株式 3,300 － －

発行済株式総数  3,717,200 － －

総株主の議決権  － 37,139 －

（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年１月１日から2022

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,914,942 1,825,795

売掛金 14,472 14,084

貯蔵品 561 520

その他 16,692 20,934

流動資産合計 1,946,669 1,861,334

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 69,577 68,240

その他（純額） 16,986 16,032

有形固定資産合計 86,564 84,272

無形固定資産   

ソフトウエア 11,689 10,505

ソフトウエア仮勘定 － 7,920

無形固定資産合計 11,689 18,425

投資その他の資産   

繰延税金資産 13,715 6,998

その他 50,828 50,828

投資その他の資産合計 64,543 57,827

固定資産合計 162,797 160,525

資産合計 2,109,467 2,021,860
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,935 9,094

未払金 129,042 57,097

未払法人税等 79,169 24,236

前受金 404,308 －

契約負債 － 434,788

賞与引当金 － 5,000

その他 89,046 70,797

流動負債合計 709,503 601,014

固定負債   

資産除去債務 12,237 12,245

その他 8,246 7,671

固定負債合計 20,483 19,917

負債合計 729,986 620,931

純資産の部   

株主資本   

資本金 311,662 311,662

資本剰余金 290,807 290,807

利益剰余金 777,065 798,514

自己株式 △55 △55

株主資本合計 1,379,480 1,400,929

純資産合計 1,379,480 1,400,929

負債純資産合計 2,109,467 2,021,860
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 488,243 565,028

売上原価 254,100 278,299

売上総利益 234,142 286,729

販売費及び一般管理費 163,436 196,449

営業利益 70,705 90,279

営業外収益   

受取利息 6 8

物品売却益 － 128

その他 12 －

営業外収益合計 18 136

営業外費用   

支払利息 51 35

株式交付費 19 －

その他 0 －

営業外費用合計 71 35

経常利益 70,652 90,380

税金等調整前四半期純利益 70,652 90,380

法人税、住民税及び事業税 18,808 17,609

法人税等調整額 2,294 6,716

法人税等合計 21,102 24,325

四半期純利益 49,550 66,054

親会社株主に帰属する四半期純利益 49,550 66,054
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

四半期純利益 49,550 66,054

四半期包括利益 49,550 66,054

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 49,550 66,054
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会

計基準等の適用による会計処理の変更はなく、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示してい

た「前受金」は、当第１四半期連結会計期間より「契約負債」として表示しております。なお、収益認識会計基

準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行って

おりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15

項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した

情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結

貸借対照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（賞与引当金）

当第１四半期連結会計期間末においては賞与支給額が確定していないため、賞与支給見込額のうち、当第１四

半期連結累計期間の負担額を賞与引当金として計上しております。

なお、前連結会計年度末においては、賞与支給確定額62,908千円を流動負債の未払金として計上しておりま

す。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日

　　至　2021年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

　　至　2022年３月31日）

　　減価償却費 5,837千円 3,724千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月26日

定時株主総会
普通株式 21,889 6 2020年12月31日 2021年３月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月29日

定時株主総会
普通株式 44,606 12 2021年12月31日 2022年３月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2021年１月１日　至 2021年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

インソーシング
事業

セキュリティ
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 448,811 39,431 488,243 － 488,243

セグメント間の内部売上高

又は振替高
9,159 800 9,959 △9,959 －

計 457,971 40,231 498,202 △9,959 488,243

セグメント利益 170,875 7,147 178,023 △107,317 70,705

　　（注）１．セグメント利益の調整額△107,317千円には、セグメント間取引消去△9,959千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△97,357千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 2022年１月１日　至 2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

インソーシング
事業

セキュリティ
事業

計

売上高      

顧客との契約から生じる収益 526,328 38,700 565,028 － 565,028

外部顧客への売上高 526,328 38,700 565,028 － 565,028

セグメント間の内部売上高

又は振替高
7,767 － 7,767 △7,767 －

計 534,096 38,700 572,796 △7,767 565,028

セグメント利益 220,629 5,931 226,560 △136,281 90,279

　　（注）１．セグメント利益の調整額△136,281千円には、セグメント間取引消去△7,767千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△128,513千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年３月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額　　　　　（円） 13.57 17.77

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 49,550 66,054

普通株主に帰属しない金額　　　　　　（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金

額　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
49,550 66,054

普通株式の期中平均株式数　　　　　　　（株） 3,652,334 3,717,200

   

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（円） 12.56 16.75

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数　　　　　　　　　　　　（株） 292,825 227,534

（うち新株予約権（株）） （292,825） （227,534）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

 2022年5月13日

ユナイトアンドグロウ株式会社  

 取　締　役　会　　　御　中 

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 東　京　事　務　所 

 

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 奥 津 　佳 樹  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 竹 田 　裕  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユナイトアンド

グロウ株式会社の2022年1月1日から2022年12月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2022年1月1日から

2022年3月31日まで）及び第1四半期連結累計期間（2022年1月1日から2022年3月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユナイトアンドグロウ株式会社及び連結子会社の2022年3月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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